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錦
帯
橋
は
、
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
（
以
下
「
暫
定

一
覧
表
」）
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
暫
定
一

覧
表
入
り
を
め
ざ
し
て
、
現
在
、
鋭
意
検
討
中
で
あ
る
。

す
で
に
わ
が
国
の
暫
定
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
て
い
る

一
二
の
文
化
資
産
に
対
し
て
、
鋭
意
検
討
中
の
文
化
資

産
は
二
七
件
も
あ
る
（
う
ち
一
件
は
取
下
げ
）。
こ
れ
ら

二
七
の
案
件
は
さ
ら
に
、
現
在
判
明
し
て
い
る
価
値
内

容
に
応
じ
て
、
二
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
三
種
類
に
分
類
さ
れ

る
。「
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅰ
」
は
、
わ
が
国
の
文
化
遺
産
で
は

未
分
野
の
資
産
で
、
世
界
遺
産
に
な
り
う
る
可
能
性
は

あ
る
が
、
主
題
や
資
産
構
成
・
保
存
管
理
な
ど
、
今
後

相
当
な
作
業
が
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
業

手
順
に
は
二
種
類
あ
り
、
地
方
公
共
団
体
が
、
提
案

書
の
基
本
的
主
題
を
基
に
作
業
を
進
め
る
も
の
、

主

題
自
体
か
ら
学
術
的
な
調
査
研
究
な
ど
を
き
っ
ち
り
と

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、
と
に
分
か
れ
る
。「
カ

テ
ゴ
リ
ー
Ⅱ
」
は
、
わ
が
国
の
文
化
遺
産
と
し
て
は
高

い
価
値
を
有
す
る
が
、
現
状
の
ま
ま
で
は
む
ず
か
し
く
、

世
界
遺
産
を
め
ざ
す
の
で
あ
れ
ば
主
題
の
再
整
理
や
内

容
の
大
幅
な
見
直
し
、
構
成
資
産
の
組
み
換
え
な
ど
が

必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

錦
帯
橋
は
、「
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅰ
」
で
、
し
か
も
作
業
手

順
は

な
の
で
、
暫
定
一
覧
表
入
り
に
最
も
近
い
位
置

に
属
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
化
遺
産
は
錦
帯
橋
の

他
に
三
つ
あ
る
（
天
橋
立
、
阿
蘇
、
四
国
八
十
八
箇
所

霊
場
と
遍
路
道
）。
だ
が
正
確
に
い
う
と
錦
帯
橋
の
文

化
遺
産
名
称
は
、「
錦
帯
橋
と
岩
国
の
町
割
」
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
錦
帯
橋
と
い
う
構
造
物
だ
け
で
暫
定
一
覧

表
入
り
を
め
ざ
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
こ

こ
で
は
、
ポ
ン
・
デ
ュ
・
ガ
ー
ル
（
フ
ラ
ン
ス
）
や
ビ

ス
カ
ヤ
橋
（
ス
ペ
イ
ン
）
の
よ
う
に
、
橋
だ
け
で
も
世

界
遺
産
価
値
の
あ
る
こ
と
を
提
起
し
た
い
。

　

筆
者
も
加
わ
っ
て
い
る
「
錦
帯
橋
を
世
界
文
化
遺
産

に
す
る
会
」
で
は
、
錦
帯
橋
の
独
創
性
と
完
全
性
を
次

の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
（
以
下
要
旨
）。

　

錦
帯
橋
は
、
左
右
の
橋
脚
か
ら
迫
り
出
し
た
桁
の
間

に
楔
を
入
れ
て
ゆ
る
や
か
な
曲
線
を
つ
く
り
、
さ
ら
に

重
な
る
桁
を
迫
り
出
し
な
が
ら
ア
ー
チ
を
構
成
し
て
い

く
。
組
ま
れ
た
桁
は
、
巻
金
と
い
わ
れ
る
帯
鉄
で
束
ね

る
。
中
央
部
分
に
は
、
石
橋
の
要
石
に
相
当
す
る
大
棟

木
と
小
棟
木
を
入
れ
る
。
錦
帯
橋
の
ア
ー
チ
・
ス
パ
ン

三
五
・
一
㍍
は
、
現
代
工
法
を
の
ぞ
け
ば
木
造
ア
ー
チ

橋
と
し
て
は
世
界
最
長
で
あ
る
。

　

五
径
間
の
ス
パ
ン
割
や
木
材
の
組
み
方
、
使
用
樹

種
・
部
位
が
創
建
時
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
な
ど
、
構

造
の
完
全
性
が
保
た
れ
て
い
る
。

　

し
か
も
創
建
時
か
ら
三
四
〇
年
も
の
間
、
人
か
ら
人

へ
と
技
術
の
伝
承
が
お
こ
な
わ
れ
、
い
ま
も
な
お
現
役

の
橋
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
、

今
の
と
こ
ろ
現
在
そ
し
て
過
去
に
も
世
界
中
を
見
渡
し

「
技
術
遺
産
」と
し
て
の
橋

錦
帯
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元気に学校に向かう子どもたち
観光客は有料だが、地元の人たちには無料の生活橋
である。車や自転車も通らないから、安全安心の橋
上空間である。毎朝掃除をおこなう手前の人。

ちぎり絵のような錦帯橋の夜景（上流側）
時間により、季節により、錦帯橋はさまざまな表情
を見せる。ライトアップで金色に輝く錦帯橋。

岩国城からの市街地俯瞰景
錦帯橋のかかる錦川は大きく左に蛇行する。手前は右岸側の横山地区、左岸側は錦見地区。
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ー
」（
以
下
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
」）
が
採

択
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
世
界
遺
産
に
は
、
地
域
間
・

テ
ー
マ
間
・
文
化
と
自
然
間
な
ど
に
不
均
衡
が
見
ら
れ

た
の
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に
よ
っ
て
世

界
遺
産
一
覧
表
の
代
表
性
と
信
頼
性
を
確
保
し
て
い
く

た
め
の
各
種
方
策
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
八

（
平
成
二
十
）
年
、
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
三
二
回

世
界
遺
産
委
員
会
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル･

ス
ト
ラ
テ
ジ

ー
の
一
環
と
し
て
「
科
学
と
技
術
は
人
類
に
と
っ
て
重

要
な
も
の
で
あ
り
、
科
学
・
技
術
遺
産
を
優
先
的
に
世

界
遺
産
登
録
す
る
よ
う
に
」
と
の
勧
告
文
書
が
出
さ
れ
、

採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
に
基
づ
け
ば
、
錦
帯
橋
を
技
術
遺

産
と
位
置
付
け
る
道
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

世
界
遺
産
登
録
へ
の
可
否
を
事
前
に
審
査
す
る
イ
コ

モ
ス
委
員
の
間
で
は
、
ア
ジ
ア
の
木
造
橋
を
世
界
遺
産

に
推
薦
し
た
い
と
の
話
が
つ
ぶ
や
か
れ
て
い
る
と
い
う
。

ア
ジ
ア
な
の
で
、
日
本
で
も
中
国
で
も
よ
い
こ
と
に
な

る
。
中
国
で
は
風
雨
橋
な
ど
の
屋
根
付
き
橋
を
世
界
遺

産
に
申
請
す
る
準
備
を
着
々
と
お
こ
な
っ
て
い
る
。
中

国
に
先
を
越
さ
れ
る
と
、
後
か
ら
申
請
す
る
と
き
の
書

き
方
が
面
倒
に
な
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。 

　

錦
帯
橋
は
、
岩
国
の
町
割
を
ふ
く
め
て
も
、
い
ず
れ

は
世
界
遺
産
に
な
る
と
思
う
が
、
町
割
を
含
め
る
と
論

理
展
開
が
複
雑
に
な
る
。Sim

ple is the best. 

こ
こ

は
、
政
策
的
な
判
断
を
入
れ
、
錦
帯
橋
一
本
で
世
界
遺

産
の
申
請
手
続
き
を
進
め
る
方
が
理
に
か
な
っ
て
い
る
。

ポ
ン
・
デ
ュ
・
ガ
ー
ル
の
よ
う
に
、
ま
ず
橋
を
登
録
し
、

そ
の
後
周
辺
を
追
加
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　

材
料
の
真
正
性
の
問
題
で
文
化
財
に
指
定
で
き
な
い

の
な
ら
、
稼
働
中
の
産
業
遺
産
、
な
い
し
は
稼
働
中
の

技
術
遺
産
と
し
て
、
内
閣
府
で
議
論
す
る
筋
道
も
考
え

ら
れ
る
。

・
文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.bunka.go.jp/

・
世
界
遺
産
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　

http://w
hc.unesco.org/en/futureoftheconvention/

参
考
文
献

て
も
存
在
し
な
い
（
文
献
的
に
は
さ
ら
な
る
考
証
が
必

要
）。
岩
国
市
で
は
近
年
、
二
回
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
て
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
・
中
国
か
ら
専

門
家
を
招
い
て
、
上
記
の
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。　

　

世
界
遺
産
に
申
請
す
る
と
き
の
一
番
の
問
題
は
、
材

料
の
真
正
性
に
あ
る
。
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

る
に
は
、
五
〇
年
以
上
の
も
の
が
対
象
と
な
る
。
錦
帯

橋
は
原
則
二
〇
年
ご
と
に
架
け
替
え
る
の
で
、
文
化
財

的
に
は
真
正
性
に
欠
け
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
よ
う

な
湿
潤
な
環
境
で
木
材
を
直
接
風
雨
に
さ
ら
し
て
五
〇

年
以
上
も
構
造
材
と
し
て
使
う
の
は
、
材
質
的
に
無
理

で
あ
り
、
不
可
能
に
近
い
。
民
家
は
二
〇
〇
〜
三
〇
〇

年
も
も
ち
、
法
隆
寺
は
一
三
〇
〇
年
と
い
う
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
柱
や
梁
の
構
造
材
を
屋
根
や

壁
で
保
護
し
、
五
〇
年
、
一
〇
〇
年
ご
と
に
補
修
を
加

え
て
い
る
か
ら
も
つ
の
で
あ
っ
て
、
橋
の
よ
う
に
構
造

材
が
む
き
出
し
の
場
合
は
不
可
能
で
あ
る
。
吹
き
抜
け

の
屋
根
付
き
橋
で
は
、
五
〇
〜
六
〇
年
も
つ
こ
と
を
考

え
る
と
、
構
造
材
む
き
出
し
の
状
態
が
い
か
に
苛
酷
で

あ
る
の
か
、
想
像
で
き
る
に
ち
が
い
な
い
。
錦
帯
橋
は
、

材
料
の
弱
点
を
人
か
ら
人
へ
の
技
術
の
伝
承
に
よ
っ
て
、

形
を
維
持
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
技
術
の
伝
承
も
、
人

の
一
生
を
考
え
る
と
二
〇
年
ご
と
の
橋
の
架
替
サ
イ
ク

ル
が
理
に
か
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
、
タ
イ
の
プ
ー
ケ
ッ
ト
で

開
催
さ
れ
た
第
一
八
回
世
界
遺
産
委
員
会
で
「
世
界
遺

産
一
覧
表
に
お
け
る
不
均
衡
の
是
正
お
よ
び
代
表
性
・

信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
ト
ラ
テ
ジ

橋の見上げ
複雑な木組の様子がわかる。ヒノキ・ケヤキ・アカマツ・ヒバ・クリ・カシ
の6種類の構造用木材が、木の堅さや性質に応じて使い分けられている。

河
床
の
床
固
め

河
床
掘
削
を
防
ぐ
た
め
、
石
張
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。
昭
和

二
十
五
年
の
キ
ジ
ヤ
台
風
に
よ
る
流
失
後
、
石
造
橋
脚
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚
に
変
え
ら
れ
、
表
面
は
石
張
り
に
な
っ
た
。

左岸側錦見地区の町並み
右岸側に比べ、左岸側の町並みの
整備は遅れている。今後の整備と
まちの活性化が待たれる。


